
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
父
」
の
下
に
「
又
は
母
」
を
加
え
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
受
け
た
」
の
下
に
「
父
又
は
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
父
」
を
「
父
母
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
の
母
が
そ
の
児
童
を
監
護
す
る
と
き
、
又
は
母
が
な
い
か
若
し
く
は
母

が
監
護
を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
の
母
以
外
の
者
が
そ
の
児
童
を
養
育
す
る
（
そ
の
児
童
と
同
居
し
て
、
こ
れ
を

監
護
し
、
か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
き
は
、
そ
の
母
又
は
そ
の
養
育
者
」
を
「
に
掲
げ

る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
者
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
の
母
が
当
該
児
童
を
監
護
す
る
場
合

当
該
母

イ

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

ロ

父
が
死
亡
し
た
児
童

ハ

父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

ニ

父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童



ホ

そ
の
他
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め
る
も
の

二

次
の
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
の
父
が
当
該
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す

る
場
合

当
該
父

イ

父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

ロ

母
が
死
亡
し
た
児
童

ハ

母
が
前
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

ニ

母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

ホ

そ
の
他
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め
る
も
の

三

第
一
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
母
が
監
護
し
な
い
場
合
若
し
く
は
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
同
号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
母
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
母
以
外
の
者
が

当
該
児
童
を
養
育
す
る
（
児
童
と
同
居
し
て
、
こ
れ
を
監
護
し
、
か
つ
、
そ
の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
と
き
、
前
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
を
父
が
監
護
し
な
い
か
、
若
し
く
は
こ
れ
と
生
計
を

同
じ
く
し
な
い
場
合
（
父
が
な
い
場
合
を
除
く
。
）
若
し
く
は
同
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
同



号
ロ
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
父
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
父
以
外
の
者
が
当
該
児
童
を
養
育
す
る
と
き
、

又
は
父
母
が
な
い
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
父
母
以
外
の
者
が
当
該
児
童
を
養
育
す
る
と
き

当
該
養
育
者

第
四
条
第
二
項
中
「
手
当
は
、
」
の
下
に
「
母
に
対
す
る
手
当
に
あ
つ
て
は
」
を
加
え
、
「
次
の
各
号
」
を
「
第
一
号
か
ら

第
八
号
ま
で
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
と
き
」
の
下
に
「
、
父
に
対
す
る
手
当
に
あ
つ
て
は
児
童
が
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で

又
は
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
、
養
育
者
に
対
す
る
手
当
に
あ
つ
て
は
児
童
が
第
一
号
か
ら

第
七
号
ま
で
又
は
第
九
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
若
し
く
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
労
働

基
準
法
」
を
「
又
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
労
働
基
準
法
」
に
改
め
、
「
相
当
す
る
給
付
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
遺
族
補
償
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
、
父
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

母
の
監
護
を
受
け
て
い
る
場
合
又
は
父
若
し
く
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

者
の
養
育
を
受
け
て
い
る
場
合
」
を
削
り
、
「
給
付
の
事
由
」
を
「
遺
族
補
償
等
の
給
付
事
由
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
削

り
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
と
き
。

第
四
条
第
二
項
第
六
号
た
だ
し
書
及
び
第
七
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
六
号
を



加
え
る
。

八

父
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
母
の
監
護
を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、

当
該
遺
族
補
償
等
の
給
付
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

九

父
又
は
母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
養
育
を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ

つ
て
、
当
該
遺
族
補
償
等
の
給
付
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
。

十

母
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な
つ
て
い
る
と
き
。

十
一

母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
き
。
た
だ
し
、
そ
の
者
が
前
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
と
き
を
除
く
。

十
二

父
の
配
偶
者
（
前
項
第
一
号
ハ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
母
を
除
く
。
）
に
養
育
さ

れ
て
い
る
と
き
。

十
三

母
の
死
亡
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
遺
族
補
償
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
父
の
監
護
を
受
け
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
遺
族
補
償
等
の
給
付
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
六
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と

き
。



第
四
条
第
三
項
中
「
母
が
」
の
下
に
「
、
父
に
対
す
る
手
当
に
あ
つ
て
は
当
該
父
が
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を

加
え
る
。

（
支
給
の
調
整
）

第
四
条
の
二

同
一
の
児
童
に
つ
い
て
、
父
及
び
母
の
い
ず
れ
も
が
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
き
、
又
は
父
及
び
養
育

者
の
い
ず
れ
も
が
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
父
に
対
す
る
手
当
は
、
当
該
児
童
に
つ
い
て
は
、
支
給
し

な
い
。

２

同
一
の
児
童
に
つ
い
て
、
母
及
び
養
育
者
の
い
ず
れ
も
が
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
当
該
養
育
者
に
対
す

る
手
当
は
、
当
該
児
童
に
つ
い
て
は
、
支
給
し
な
い
。

第
五
条
第
二
項
中
「
そ
の
監
護
し
又
は
養
育
す
る
前
条
」
を
「
第
四
条
」
に
改
め
、
「
該
当
す
る
児
童
」
の
下
に
「
で
あ
つ

て
、
父
が
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
も
の
、
母
が
監
護
す
る
も
の
又
は
養
育
者
が
養
育
す
る
も
の
（
以
下

「
監
護
等
児
童
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
で
あ
る
」
の
下
に
「
父
、
」
を
加
え
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
監
護
し
又
は
養
育
す
る
児
童
」
を
「
監
護
等
児
童
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
そ
の
監
護
し
又
は
養

育
す
る
児
童
」
を
「
監
護
等
児
童
」
に
改
め
る
。



第
九
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
四
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
ロ
又
は
ニ
」
に
改
め
、
「
母
が
な

い
児
童
」
の
下
に
「
、
同
項
第
二
号
ロ
又
は
ニ
に
該
当
し
、
か
つ
、
父
が
な
い
児
童
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
（
母
に
限

る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
監
護
す
る
児
童
が
父
」
を
「
が
母
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
そ
の
監
護
す
る
児
童
が
父

か
ら
当
該
児
童
の
養
育
に
必
要
な
費
用
の
支
払
を
受
け
た
と
き
、
又
は
受
給
資
格
者
が
父
で
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
そ
の
監
護
し

、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
児
童
が
母
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
母
に
」
を
「
父
又
は
母
に
」
に
改
め
、
「
手
当
は
、
そ
の
」
、
「
又
は
そ
の
」
及
び
「
扶
養
義
務
者
で
そ
の
」

の
下
に
「
父
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
十
四
条
第
四
号
中
「
母
に
限
る
」
を
「
養
育
者
を
除
く
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
中
「
が
監
護
し
、
又
は
養
育
し
て
い
た
第
四
条
に
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
児
童
」
を
「
の
監
護
等
児
童
で
あ
つ

た
者
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
「
そ
の
監
護
し
若
し
く
は
養
育
す
る
児
童
」
を
「
監
護
等
児
童
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
母
に
限
る
」
を
「
養
育
者
を
除
く
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
父
」
の
下
に
「
又
は
母
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
四
条
第



一
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
「
父
」
の
下
に
「
若
し
く
は
母
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
中
「
当
該
児
童
又
は
」
を
「
当
該
児
童
若
し
く
は
」
に
改
め
、
「
父
」
の
下
に
「
若
し
く
は
母
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
（
第
三
項
を
除
く
。
）
及
び
附
則
第
四

条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
認
定
の
請
求
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
に
お
い
て
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
扶
養
手
当
法
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。
）

の
規
定
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。
）
の
支
給
要
件
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
支
給
要
件
」
と

い
う
。
）
に
該
当
す
べ
き
者
（
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
扶
養
手
当
法
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
要
件
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
旧
支
給
要
件
」
と
い
う
。
）
に
該
当
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
は
、
同
日
前
に
お
い
て
も
、
同
日
に
新

支
給
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
当
該
手
当
に
つ
い
て
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
の
手

続
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。



２

前
項
の
手
続
を
と
っ
た
者
が
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
に
お
い
て
、
新
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
者

に
対
す
る
手
当
の
支
給
は
、
新
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
月
か
ら
始
め
る
。

３

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
が
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請

求
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
手
当
の
支
給
は
、
新
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
月
か
ら
始
め
る
。

一

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
に
お
い
て
現
に
新
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
者
（
旧
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
な
い
者
に

限
り
、
第
一
項
の
手
続
を
と
っ
た
者
を
除
く
。
）

同
月

二

平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
者
（
旧
支
給
要

件
に
該
当
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）

そ
の
者
が
新
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月

第
三
条

前
条
第
一
項
の
手
続
を
と
っ
た
者
及
び
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
対
す
る
手
当
の
支
給
に
関
し
、
新
法
第

十
三
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
属

す
る
月
の
初
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
」
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）



第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
、
父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
に
お
け
る
父
又
は
母
の
就
業
状
況
及
び
当
該
家
庭
の
経
済
的
な
状
況
等
を
勘
案
し
、
当

該
家
庭
の
生
活
の
安
定
及
び
自
立
の
促
進
並
び
に
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
を
含
め
、

当
該
家
庭
に
対
す
る
支
援
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
同
項
第
一
号
」
を
「
同
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
」
に
、
「
同
項
第
二
号
か

ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
同
項
第
一
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
又
は
第
二
号
ロ
か
ら
ホ
ま
で
」
に
改
め
、
「
児
童
の
父
」
、
「
及
び
当

該
父
」
、
「
た
だ
し
、
父
」
及
び
「
有
し
な
い
こ
と
、
父
」
の
下
に
「
又
は
母
」
を
、
「
事
情
に
よ
り
」
の
下
に
「
父
、
」

を
、
「
養
育
者
が
父
」
の
下
に
「
又
は
母
」
を
加
え
る
。



第
二
十
九
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
当
該
児
童
」
を
「
、
当
該
児
童
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
条

第
一
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
第
二
号
イ
」
に
、
「
父
」
を
「
父
母
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
の
改
正
規
定
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
受
給
資
格
者
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
一

項
第
一
号
イ
若
し
く
は
第
二
号
イ
」
に
改
め
、
「
若
し
く
は
」
の
下
に
「
母
若
し
く
は
受
給
資
格
者
」
を
加
え
る
。

附
則
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
当
該
児
童
」
を
「
、
当
該
児
童
」
に
、
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第

一
項
第
一
号
イ
若
し
く
は
第
二
号
イ
」
に
、
「
父
」
を
「
父
母
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
解
消
し
た
父
」
を
「
解
消
し

た
父
母
」
に
改
め
、
「
当
該
父
」
の
下
に
「
又
は
母
」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
条
中
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
又
は
第
二
号
イ
」
に
改
め
る
。

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
六
条
中
「
又
は
養
育
す
る
児
童
」
を
「
監
護
等
児
童
」
に
改
め
、
「
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
」
の
下
に
「
監
護
し
」

を
、
「
数
が
減
じ
」
と
あ
る
の
は
「
」
の
下
に
「
そ
の
監
護
し
」
を
加
え
る
。



理

由

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
父
子
家
庭
の
生
活
状
況
等
に
か
ん
が
み
、
当
該
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立

の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
な
い
児
童
を
監
護
し
、
か
つ
、
こ
れ
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
に
児
童
扶
養
手

当
を
支
給
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


